
愛知県労働組合総連合

（１） 愛 労 連

　名古屋市熱田区沢下町９－７
　　　　　　労働会館東館３Ｆ
　 ＴＥＬ０５２－８７１－５４3３
　 ＦＡＸ０５２－８７１－５６１８
　 ＵＲＬhttp://www.airoren.gr.jp
　　発行人　榑 松 佐 一
 第179号 　 ２００８年６月１０日

２００８年６月１０日 第１７９号

　

５
月　

日
、
中
日
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新
聞
特
集
「
結
い
の

心
」
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

人
労
働
者
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｕ
が
、
翌　

日
に
は
ベ
ト

31

ナ
ム
人
研
修
生
を
支
援
す
る

愛
労
連
の
活
動
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
▼
中
日
は
Ｇ
Ｗ
明
け

か
ら
ト
ヨ
タ
下
請
の
中
小
企

業
や
労
働
者
の
問
題
を
特
集

し
て
き
ま
し
た
。
中
日
新
聞

が
こ
ん
な
に
は
っ
き
り
ト
ヨ

タ
問
題
を
書
く
の
は
異
例
の

こ
と
で
す
▼
「
社
長
が
元
請

け
に
『
こ
の
値
段
で
な
け
れ

ば
断
る
』
と
言
っ
て
帰
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
」
と
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
の
組
合
員
。
原
料
高
騰
で

も
ト
ヨ
タ
下
請
で
は
毎
年
２

回
の
単
価
引
下
げ
。
そ
こ
に

春
闘
要
求
を
出
し
た
ら
、
社

長
が
こ
ん
な
行
動
に
で
た
と

言
い
ま
す
。「
こ
こ
で
切
ら

れ
て
し
ま
っ
た
ら
会
社
は
ど

う
な
る
ん
だ
」
と
営
業
担
当

の
組
合
員
が
元
請
け
Ｔ
社

へ
。
こ
の
勢
い
が
あ
た
っ
た

の
か
、
Ｔ
社
は
引
下
げ
を
撤

回
、
原
料
高
分
の
値
上
げ
を

認
め
ま
し
た
▼
５
月
に
愛
労

連
の
民
間
部
会
が
行
っ
た
業

界
団
体
訪
問
で
も
「
ト
ヨ
タ

は
儲
け
す
ぎ
」
と
率
直
な
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
外
国
人

研
修
生
問
題
を
取
材
に
く
る

記
者
た
ち
も
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
す
▼
ト
ヨ
タ
内
野

過
労
死
事
件
判
決
と
Ｑ
Ｃ
の

業
務
扱
い
、
イ
ラ
ク
派
兵
違

憲
判
決
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
見
直
し
、
そ
し
て
被

爆
者
訴
訟
の
上
告
断
念
。
こ

の
半
年
だ
け
で
も
こ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ

ミ
は
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
論
調
を
変
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
運
動
が
政
府

を
動
か
し
、
社
会
を
変
え
て

き
て
い
る
の
で
す
。（
榑
）

　
「　

歳
を
す
ぎ
た
」と
い
う
だ

75
け
で
、
家
族
み
ん
な
で
は
い
っ

て
い
た
健
康
保
険
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
。
ま
る
で
母
屋
か
ら

�
離
れ�
に
移
さ
れ
る
よ
う
に

別
建
て
の
保
険
に
入
れ
ら
れ
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
保
険
料
は
2
年
ご
と
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
有
無
を
言
わ
せ

ず
年
金
か
ら
天
引
き
。
し
か

も
、
健
康
診
断
も
受
け
る
医
療

も
差
別
さ
れ
、
列
島
中
で
怒
り

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
6
日
に
は
、
野
党
4
党

が
共
同
で
提
出
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
廃
止
法
案
が
参
院

本
会
議
で
採
決
さ
れ
、
民
主

党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
国
民

新
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
。
直
ち
に
衆
院
に
送
付
さ

れ
、
そ
の
審
議
の
行
方
が
終
盤

国
会
の
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
に
負
担
増
と

差
別
医
療
を
持
ち
こ
む
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
怒
り
が
噴

き
出
す
な
か
、
衆
院
で
多
数
を

握
る
与
党
が
ど
の
よ
う
な
態
度

を
と
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

野
党
4
党
の
廃
止
法
案
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
来
年

4
月
1
日
に
廃
止
す
る
も
の
。

緊
急
措
置
と
し
て
、
保
険
料
の

軽
減
や
、
年
金
か
ら
の
保
険
料

の
天
引
き
中
止
を
遅
く
と
も　
10

月
1
日
ま
で
に
実
行
す
る
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
与
党
は
こ
れ
ま
で
、

保
険
料
の
定
額
負
担
部
分
の
軽

減
措
置
拡
大
な
ど
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
制
度

の
根
幹
に
は
、
ま
っ
た
く
手
を

つ
け
な
い
構
え
で
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
6
月
8
日

に
投
開
票
さ
れ
た
沖
縄
県
会
議

員
選
挙
は
、
自
公
が
与
野
党
逆

転
で
敗
北
。
官
房
長
官
も
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
怒

り
の
影
響
を
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

全
労
連
・
愛
労
連
で
は
引
き

続
き
、
署
名
や
宣
伝
、
中
央
行

動
な
ど
を
重
視
し
て
廃
止
に
向

け
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

千
種
名
東
地
域
で

千
種
名
東
地
域
で　
　
　

緊
急
集
会

緊
急
集
会

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

法
案
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
た

6
月
6
日
、
名
古
屋
市
千
種
区

の
今
池
西
公
園
で
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
廃
止
・
日
雇
い
派

遣
反
対
・
く
ら
し
と
平
和
を
守

る
千
種
名
東
地
域
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
千

種
・
名
東
労
連
な
ど
で
つ
く
る

同
集
会
実
行
委
員
会
。
緊
急
の

呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

千
種
・
名
東
労
連
の
竹
内
邦
彦

議
長
は
、「
国
会
が
閉
会
に
な

る
前
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
対
す
る
区
民
の
怒
り
を
ぶ
つ

け
る
場
と
し
て
、
緊
急
に
呼
び

か
け
共
同
の
集
会
を
開
い
た
。

自
公
与
党
に
対
し
て
国
会
解
散

総
選
挙
を
迫
っ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
金
者
組
合
の
参
加

者
か
ら
は
、「
参
議
院
で
廃
止

法
案
が
可
決
さ
れ
た
。
す
で
に

施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
を
世
論

の
力
で
押
し
返
し
て
い
る
こ
と

は
画
期
的
。
み
ん
な
で
が
ん
ば

っ
て
き
た
成
果
だ
」「　

歳
と
い

75

う
年
齢
差
別
は
人
権
侵
害
。
自

民
党
は
基
本
的
人
権
を
守
る
感

覚
を
全
く
も
っ
て
い
な
い
こ
と

が
は
っ
き
り
し
た
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
廃
止
し
か
な

い
。
さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
」と
訴
え
ま
し
た
。
集
会
後
、

参
加
者
は
池
下
ま
で
元
気
に
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合

年
金
者
組
合　
　
　
　
　

議
員
要
請
や
署
名
な
ど

議
員
要
請
や
署
名
な
ど

　

年
金
者
組
合
で
は
５
月　
23

日
、
名
古
屋
市
議
会
の
各
会
派

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

撤
回
と
名
古
屋
市
施
設
の
老
人

割
引
中
止
を
や
め
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

要
請
行
動
に
入
る
前
の
市
役

所
前
集
会
に
は
約　

人
が
参

70

加
。
各
支
部
の
代
表
が
「
戦
後

復
興
に
力
を
尽
く
し
た
高
齢
者

を
、
ど
こ
ま
で
い
じ
め
る
つ
も

り
だ
」「
こ
の
制
度
は
憲
法　

条
25

違
反
だ
」
な
ど
、
次
々
に
怒
り

の
訴
え
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

年
金
者
組
合
で
は
、
署
名
や

宣
伝
な
ど
も
重
視
し
て
と
り
く

み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
署
名

は
一
組
合
員
3
筆
を
目
標
に
提

起
。
こ
れ
ま
で
に
１
万
筆
を
突

破
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
知

県
広
域
連
合
議
会
に
対
し
て
保

険
料
の
不
服
審
査
請
求
に
と
り

く
み
、
1
0
0
人
余
が
申
請
。

消
え
た
年
金
問
題
や
相
次
ぐ
負

担
増
に
怒
り
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。

愛労連第39回定期大会
■と　き　7月21日(月・祝)
　　　　　9:30受付　10:00開会
■ところ　日本ガイシフォーラム
　　　　　（旧サン笠寺）
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現代版
姥捨て山

全
国
に
ひ
ろ
が
る
怒
り

全
国
に
ひ
ろ
が
る
怒
り

廃
止
法
案
成
立
め
ざ
し
力
の
集
中
を

廃
止
法
案
成
立
め
ざ
し
力
の
集
中
を

世
論
と
地
域
や
単
産
の
運
動
で

世
論
と
地
域
や
単
産
の
運
動
で

切
り
開
い
た
情
勢

切
り
開
い
た
情
勢

社保協が八事興正寺や覚王山日泰寺でおこなう署名は行列ができる

中央行動に参加した愛知の仲間(5/14)

千種名東地域集会のデモ行進(6/6)



愛 労 連

　

１
９
７
８
年　

月
の
第
１

10

回
栄
総
行
動
か
ら
始
ま
っ
た

栄
総
行
動
は
、
今
年
の
秋
で

　

年
目
・
第　

回
を
迎
え
よ

31

70

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

栄
総
行
動
の
歴
史
は
、
全

国
の
労
働
争
議
や
県
内
の
労

働
争
議
の
解
決
を
求
め
る
行

動
と
し
て
、
当
時
の
千
代
田

総
行
動
（
東
京
）
や
御
堂
筋

総
行
動
（
大
阪
）
の
運
動
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
愛
知
の

争
議
解
決
を
め
ざ
す
行
動
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

争
議
団
単
独
の
争
議
解
決

行
動
と
、
栄
総
行
動
で
の
当

該
企
業
へ
の
要
請
行
動
を
あ

わ
せ
て
争
議
の
早
期
解
決
を

求
め
る
行
動
と
し
て
、
毎
年

２
回
の
総
行
動
が
定
着
し
、

争
議
解
決
の
役
割
も
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
特
徴
は
、
争
議
団
だ

け
の
行
動
に
せ
ず
、
実
行
委

員
会
方
式
で
多
く
の
地
域
の

労
働
組
合
・
民
主
団
体
の
参

加
と
大
衆
的
な
一
日
総
行
動

に
あ
り
ま
す
。
企
業
に
と
っ

て
も
当
該
争
議
団
だ
け
を
相

手
に
す
る
わ
け
に
も
行
か

ず
、
争
議
内
容
が
大
衆
的
に

知
れ
渡
る
こ
と
を
恐
れ
、
要

請
に
対
応
を
せ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

い
ま
の
栄
総
行
動
は
、
労

働
争
議
の
解
決
だ
け
で
な

く
、
過
労
自
殺
事
件
を
は
じ

め
今
日
的
な
労
働
環
境
の
変

化
に
よ
る
労
働
者
の
要
求
の

多
様
化
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
阿
寺
渓
谷
の
揚
水
ダ
ム

建
設
を
中
止
に
さ
せ
る
な

ど
、
地
元
住
民
の
要
求
や
運

動
な
ど
と
も
結
び
つ
け
な
が

ら
、
関
係
省
庁
・
自
治
体
・

企
業
・
経
営
者
団
体
な
ど
へ

の
要
請
行
動
を
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。

　

栄
総
行
動
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
秋
の
第　

回
栄
総

70

行
動
に
向
け
、　

年
目
・
第

31

　

回
を
記
念
す
る
と
り
く
み

70に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

記
念
講
演
の
企
画
、
一
泊
二

日
で
の
ダ
ム
周
辺
の
現
地
見

学
と
交
流
、
栄
総
行
動
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
と
い
う

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
、

企
画
内
容
に
つ
い
て
の
検
討

に
入
っ
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

たたかう仲間たち　NO.42

栄総行動　事務局員　小池 健一

栄総行動が31年のたたか
い積み重ね70回目へ

労働争議解決と地域の要求実現へ
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過
労
死
と
過
労
自
殺
は
、
原

則
と
し
て
発
症
前
６
ヶ
月
の
間

に
、
長
時
間
労
働
や
仕
事
の
量

や
質
の
大
き
な
変
化
、
重
大
な

ミ
ス
、
出
向
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

業
務
上
の
強
い
ス
ト
レ
ス
が
あ

っ
た
こ
と
が
認
定
の
要
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
過
労
死
事
件
で
は
前

１
ヶ
月
の
残
業
が
１
０
０
時
間

を
超
え
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
に

Q
C
や
創
意
く
ふ
う
提
案
活
動

を
含
め
る
か
が
問
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
５
月　

日
、
東
京
高

23

裁
は
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
で

海
外
出
張
を
繰
り
返
し
て
い
た

男
性
の
く
も
膜
下
出
血
で
の
死

亡
を
、
過
労
死
と
認
定
す
る
逆

転
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
残
業

時
間
が
労
災
認
定
基
準
に
達
し

て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
業

務
と
の
因
果
関
係
を
否
定
す
る

の
は
間
違
い
だ
、
亡
く
な
る
ま

で
の　

ヶ
月
間
に
１
８
３
日
間

10

も
海
外
出
張
を
し
て
い
た
実
態

を
見
よ
、
と
し
た
の
で
す
。

　

人
間
が
作
っ
た
基
準
を
見
直

さ
せ
る
の
も
運
動
で
す
。

過労死の認定要件は長
時間労働だけではない

安全
衛生
ひとくちひ と く ち

メモ

 
「
基
礎
年
金
、
税
方
式
な
ら

消
費
税
3
・
5
〜　

％
上
げ

12

必
要
」。
こ
れ
は
、
5
月　
21

日
の
朝
刊
各
紙
の
見
出
し
で

す
。
前
日
、
政
府
が
発
表
し

た
、
基
礎
年
金
部
分
に
つ
い

て
、
保
険
料
と
国
庫
負
担
金

で
賄
っ
て
い
る
現
行
方
式

（
社
会
保
険
方
式
）
を
全
額

税
金
に
し
た
場
合（
税
方
式
）

の
試
算
結
果
を
報
道
し
た
も

の
で
す
。

　

政
府
発
表
の
ね
ら
い
は
、

ひ
と
つ
は
「
税
方
式
」
を
要

求
し
て
い
る
勢
力
に
対
し

て
、「
移
行
は
困
難
」
と
の
印

象
を
与
え
る
こ
と
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
社
会
保
障
の
維

持
・
充
実
に
は
消
費
税
の
引

き
上
げ
が
伴
う
こ
と
を
強
く

印
象
付
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

し
か
し
こ
こ
に
は
、「
年

金
財
源
は
す
べ
て
消
費
税
」

と
い
う
、
大
き
な
ま
や
か
し

が
あ
り
ま
す
。

企
業
の
負
担
を　
　
　

国
民
に
肩
代
わ
り

　
「
全
額
消
費
税
方
式
」
で

は
、
労
働
者
と
企
業
が
折
半

負
担
し
て
い
る
保
険
料
が
廃

止
さ
れ
、
企
業
負
担
は
大
幅

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
一
方
労

働
者
は
、
保
険
料
は
廃
止
さ

れ
ま
す
が
、
消
費
税
の
大
幅

引
き
上
げ
で
い
っ
そ
う
の
負

担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

消
費
税
に
よ
る
税
方
式

は
、
大
企
業
の
負
担
を
国
民

に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
も
の

で
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

財
源
は
大
企
業
優
遇
と

ム
ダ
遣
い
の
見
直
し
で

　

私
た
ち
全
労
連
は
、「
全

額
国
庫
負
担
で
賄
う
月
額
７

万
円
の
『
最
低
保
障
年
金
制

度
』
の
創
設
」
を
要
求
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
消

費
税
に
よ
ら
ず
に
、
大
企
業

な
ど
の
特
権
的
優
遇
税
制
の

見
直
し
や
、
軍
事
費
な
ど
の

削
減
で
十
分
賄
え
ま
す
。

企
業
の
法
人
税
率
（
現
行　
30

％
）
を
バ
ブ
ル
期
の　

年
当

90

時
の
水
準
（　

・
5
％
）
に

37

戻
せ
ば
4
兆
円
。
研
究
・
開

発
減
税
な
ど
の
縮
小
・
廃
止

で
1
〜
2
兆
円
。
軍
事
費
が

5
兆
円
。
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
と
無
駄
な
高
速

道
路
な
ど
の
見
直
し
な
ど
を

行
え
ば
、
財
源
は
十
分
あ
り

ま
す
。

　

政
府
・
与
党
の
消
費
税
引

き
上
げ
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
年
金
・
医
療
の

充
実
、
消
費
税
引
き
上
げ
絶

対
反
対
、
税
制
と
ム
ダ
な
支

出
の
見
直
し
を
求
め
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。（
克
）
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で職場
地域

 話 し あ っ て
み よ う ！

年
金
と
消
費
税

政
府
･
与
党
の
狙
い
は

　

今
年
で　

周
年
を
迎
え
た
原

50

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

は
、
5
月
6
日
に
東
京
・
夢
の

島
、
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
を

出
発
し
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県

を
歩
き
5
月　

日
、
愛
知
県
入

31

り
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
国
民
平
和
大
行

進
実
行
委
員
会
と
市
民
平
和
行

進
実
行
委
員
会
が
平
和
行
進
共

同
連
絡
会
を
結
成
し
、
県
内
で

の
行
進
を「
あ
い
ち
平
和
行
進
」

と
し
て
統
一
し
て
と
り
く
む
の

は
今
年
で
8
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

静
岡
県
か
ら
引
き
継
が
れ
た

行
進
は　

日
、「
原
爆
の
火
」
が

31

灯
し
続
け
ら
れ
て
い
る
桜
丘
高

校
に
向
か
い
、
生
徒
や
教
職
員

か
ら
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。

　

行
進
で
は
連
日
、
沿
道
か
ら

の
声
援
や
署
名
、
募
金
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
行
進
団
を
励
ま
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
兵
違
憲
判
決
や
相
次
ぐ

原
爆
症
認
定
訴
訟
の
勝
訴
な
ど

の
情
勢
を
反
映
し
て
か
、
行
進

団
が
表
敬
訪
問
す
る
自
治
体
か

ら
は
、
平
和
行
進
ペ
ナ
ン
ト
や

署
名
、
募
金
、
パ
ネ
ル
の
購
入

な
ど
新
た
な
前
進
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

6
月
8
日
段
階
で
の
中
間
集

計
で
は
、
参
加
者
は
の
べ
5
5

0
0
人
、
署
名
2
1
9
7
筆
、

沿
道
募
金　

万
8
9
1
4
円

25

と
、
例
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

愛
労
連
・
民
間
部
会
は
５
月

　

･　

日
の
両
日
、
名
古
屋
市

14

15

内
に
あ
る
各
種
業
界
団
体
へ
の

訪
問
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
こ
の
行
動
に
は
、
民
間
単

産
の
組
合
員
を
中
心
に　

人
が

25

参
加
し
、
約　

の
業
界
団
体
を

54

訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
は
、
民
間
部
会
が

か
か
げ
て
い
る
要
求
、
①
解
雇

規
制
の
強
化
、
②
最
低
賃
金
時

給
１
０
０
０
円
以
上
、
③
サ
ー

ビ
ス
残
業
根
絶
･
労
働
時
間
短

縮
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
下
請
二
法
の
遵
守

な
ど
大
企
業
に
よ
る
無
謀
な
下

請
け
単
価
引
き
下
げ
に
反
対
す

る
声
を
上
げ
て
い
こ
う
と
と
り

く
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
工
業
会

で
は
「
２
・
３
次
の
コ
ス
ト
切

り
下
げ
が
経
営
を
圧
迫
。
ト
ヨ

タ
は
儲
け
す
ぎ
」
な
ど
、
率
直

な
声
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
建

設
・
建
築
関
連
の
業
界

は
、
建
築
基
準
法
改
正

の
影
響
で
「
仕
事
が
激

減
し
て
い
る
」
な
ど
の

実
情
も
だ
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
業
況
判
断
も

「
悪
く
な
っ
て
い
る
」

と
こ
た
え
て
い
る
業
界

が　

以
上
あ
り
ま
し

10
た
。

　

民
間
部
会
で
は
業
界

訪
問
の
結
果
を
う
け
て

今
後
、
中
小
零
細
企
業
が
加
入

し
て
い
る
経
営
者
団
体
と
の
懇

談
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

愛
労
連
・
民
間
部
会
に
参
加

す
る
組
合
は
、
今
年
の
春
闘
で

の
賃
上
げ
は
大
き
な
困
難
に
直

面
し
ま
し
た
。
下
請
け
単
価
引

き
下
げ
に
よ
る
経
営
の
厳
し
さ

に
加
え
、
原
油
･
原
材
料
高
な

ど
が
追
い
打
ち
し
、
昨
年
を
下

回
る
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
大
企
業
の
横
暴

が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ

の
規
制
に
む
け
て
、
労
働
組
合

と
中
小
零
細
企
業
と
の
共
同
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
部
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
愛
労
連
全
体
の
と
り

く
み
と
し
て
広
げ
て
、
労
働
者

の
く
ら
し
と
中
小
零
細
企
業
の

経
営
を
守
る
運
動
を
大
き
な
流

れ
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

下
請
け
単
価
引
き
下
げ
が
中
小
企
業
を
圧
迫

愛
労
連
民
間
部
会
が
業
界
団
体
訪
問

懇談では厳しい実態が語られた

核兵器なくせの声と願いつないで
50周年迎えた原水爆禁止国民平和大行進、愛知でも元気に

ヒロシマ・ナガサキヒロシマ・ナガサキ
つないで半世紀つないで半世紀

沿道に元気よく手を振りながら歩く県内通し行進者
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め
い
き
ん
生
協
労
組

と
み
か
わ
市
民
生
協
労

組
で
は
、
５
月　

日 
に

11

新
人
歓
迎
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

題
し
て
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
･
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」。

こ
れ
ま
で
企
画
・
準
備

が
遅
く
て
時
期
が
遅
れ

て
し
ま
い
、
新
人
が
集

ま
ら
な
い
と
い
う
失
敗

を
経
験
し
て
い
る
の

で
、
今
年
は
入
協
と
同

時
に
案
内
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
新
人
９
人
を

含
め　

人
が
参
加
。
ウ

30

ィ
ン
ナ
ー
作
り
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
具
を

羊
腸
に
詰
め
る
作
業
の

力
加
減
が
難
し
い
の
で

す
が
、
ボ
イ
ル
し
た
ウ

ィ
ン
ナ
ー
を
つ
ま
む
と

苦
労
し
た
分
お
い
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。
ウ
ィ

ン
ナ
ー
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
で
も
焼
い
て
食
べ
、

い
い
交
流
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
生
協
商
品
と

市
販
品
の
食
べ
比
べ
を

行
い
ま
し
た
。
木
綿
豆

腐
と
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
は

違
い
が
明
ら
か
で
、
生

協
が
扱
う
商
品
に
自
信

を
持
て
ま
し
た
。

　

生
協
商
品
で
育
っ
た

と
い
う
新
人
は
、「
全

て
当
た
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。『
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
手
づ
く
り
餃
子
』

の
農
薬
混
入
事
件
以

来
、
生
協
商
品
へ
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
る
時

期
だ
け
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

労
働
組
合
の
活
動
に
も

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。

 （
生
協
労
連
青
年
部
発
）

食べ比べて良さを実感
生協労連の新歓バーベキューに30人参加NO.28

☆サマーセミナーｉｎあいち☆
日　時：９月13日 （土） ～15日 （祝）
場　所：あいち健康プラザ（知多郡東浦町）
参加費：20000円（部分参加減額あり）
　※実行委員会をつくって企画を話し合って
　　います。実行委員も募集中です。
問い合わせ：愛労連青年協（龍尾まで）

ウェルカム･バーベキューに参加したみなさん

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真（デジタルでも可）と簡単な文
章でお寄せください。しめきりは毎
月４日までに愛労連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433(竹内)まで
　E-mail　post@airoren.gr.jp

みんなのとりくみ
お寄せください

イタリア村の倒産によって解雇された
労働者を励まそうと、全港湾などでつ
くる「応援する会」がつどいを開き、
約100人が参加

6/7

革新・愛知の会が経済同友会終身幹事
の品川正治さんを招き講演と音楽の夕
べを開催。超満員の1400人余が参加

6/3

豊橋市民病院労組が5日間に渡って病
院玄関で医師・看護師の増員署名にと
りくみ2000筆以上が集まる

5/12

青年有志による「名古屋市政を考える
キララの会」が夜空の学習会と銘打っ
た街頭パフォーマンス。次回は7/10

5/26

原
点
は
原
水
爆
か
ら

原
点
は
原
水
爆
か
ら　
　

子
ど
も
を
守
る
こ
と

子
ど
も
を
守
る
こ
と

　

5
月　

日
に
名
古
屋
市
昭
和

25

区
の
つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
県
勤

労
会
館
）
で
開
催
し
た
、
第　
54

回
愛
知
母
親
大
会
は
1
3
0
0

人
の
参
加
で
成
功
し
、
こ
の
夏

愛
知
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
日

54

本
母
親
大
会
に
向
け
て
大
き
な

は
ず
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
5
4
年
3
月
1
日
ビ
キ

ニ
環
礁
で
お
こ
な
わ
れ
た
水
爆

実
験
で
、
第
五
福
竜
丸
の
久
保

山
愛
吉
さ
ん
が
死
の
灰
を
か
ぶ

り
、
死
亡
す
る
大
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
三
た
び
原
水
爆
の

犠
牲
者
を
だ
し
た
怒
り
が
全
国

に
広
が
り
、
女
性
が
手
を
つ
な

ぎ
、
原
水
爆
か
ら
子
ど
も
を
守

り
ま
し
ょ
う
と
、
1
9
5
5
年

6
月
に
第
一
回
日
本
母
親
大
会

が
2
0
0
0
人
の
参
加
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

お
か
あ
さ
ん
を
な
く
そ
う
と
呼

び
か
け
、「
生
命
（
い
の
ち
）
を

生
み
だ
す
母
親
は
、
生
命
を
育

て
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

か
か
げ
て
毎
年
各
地
方
持
ち
回

�
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�

�

���������

���������
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�
�
�
�
�
�
�
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�
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り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
で
の
開
催
は　

年
ぶ

19

り
。
ち
ょ
う
ど
愛
労
連
が
で
き

る
こ
ろ
で
、
組
合
も
と
て
も
元

気
で
男
性
も
含
め
大
活
躍
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
功
に
向
け

成
功
に
向
け　
　
　
　
　

男
性
組
合
員
も
協
力
を

男
性
組
合
員
も
協
力
を

　

愛
知
実
行
委
員
会
で
は
、
あ

と
一
ヶ
月
半
後
に
迫
っ
た
母
親

大
会
の
成
功
に
向
け
て
参
加
者

を
増
や
す
た
め
大
車
輪
の
状
況

で
す
。
愛
高
教
や
全
国
一
般
、

建
交
労
は
独
自
の
物
資
販
売
を

行
っ
て
参
加
費
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
愛
労
連
女
性
協

で
も
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

と
り
く
み
状
況
の
交
流
を
す
す

め
な
が
ら
成
功
に
む
け
て
活
動

レ
ー
ド
統
制
員
・
運
転
手
・
会

場
設
営
な
ど
の
要
員
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
女
性
も
交
通
・

会
場
・
保
育
・
医
療
・
受
付
・

物
資
な
ど
様
々
な
裏
方
を
担

い
、
大
会
の
成
功
へ
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
宣
伝
も
か
ね
て
、
愛

労
連
の
友
好
団
体
へ
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
を
も
っ
て
い
き
、
物

産
展
で
は
各
業
者
に
呼
び
か
け

愛
知
の
物
産
を
出
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
営
業
活
動
（
？
）
に

足
を
運
ん
で
い
ま
す
。　

　

日
本
母
親
大
会
を
と
り
く
む

な
か
で
、　

県
下
各
地
域
に
連

絡
会
を
つ
く
り
、
草
の
根
か
ら

母
親
大
会
を
ひ
ろ
げ
よ
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
達
が
実
行
委
員

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

男
性
組
合
員
に
は
交
通
・
パ

会
に
集
ま
り
、
会
場
い
っ
ぱ

い
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
「
女
性
は
集
ま
れ
ば
元
気
！
」

を
合
い
言
葉
に
、
愛
労
連
の
み

な
さ
ん
の
大
き
な
力
を
か
り
な

が
ら
、
参
加
目
標
3
0
0
0
人

以
上
を
め
ざ
し
て
さ
ら
に
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

憲
法
九
条
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
に
い
の
ち
輝
く
平
和
な
世

界
を
手
渡
す
た
め
に
、
第　

回
54

日
本
母
親
大
会　

愛
知
を
成
功

in

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
愛
労
連
女
性
協
発
）

2008年
第54回 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会日本母親大会

12:00～16:30
●名古屋工業大学
●つるまいプラザ
　　（愛知県勤労会館）

●名古屋市公会堂
●終了後、母親パレード
●大会記念品書籍販売

分科会
7月26日(土)

10:00～15:00
●ポートメッセ　　
　なごや （第3展示館）
●記念講演
　憲法を力に未来を
　きりひらく
　渡辺 治さん
　　（一橋大学教授）

●大物産展・書籍バザール

全体会
7月27日(日)

会員券1日2,500円会員券1日2,500円

6月6日に行われた愛労連女性協の実行委員会

1300人が参加した愛知母親大会の母親パレード

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会日本母親大会 
「集まれば元気！」 合い言葉に女性協がダッシュ

in愛知in愛知
に向け
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私
の
最
も
好
き
な
花
の
一
つ
に
ツ
マ

ト
リ
ソ
ウ
が
あ
る
。
初
め
て
そ
の
名
を

耳
に
し
た
と
き
、
浮
か
ん
だ
文
字
は

「
妻
娶
草
」。
妻
を
娶
（
め
と
）
る
凛
々

し
い
若
者
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
花
と

は
ど
ん
な
姿
形
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
数
年
前
、
栂
池
か
ら
白
馬
岳
へ
の

登
山
道
で
初
め
て
で
あ
っ
た
瞬
間
、
迷

わ
ず
そ
の
名
が
浮
か
ん
だ
。
小
さ
い
な

が
ら
も
凛
と
し
た
佇
ま
い
は
、
ま
さ
に

妻
娶
草
だ
と
。
帰
宅
し
て
図
鑑
を
開
い

て
み
る
と
確
か
に
花
の
名
は
ツ
マ
ト
リ

ソ
ウ
で
あ
っ
た
が
、
名
の
由
来
は
、
花

び
ら
が
紅
く
縁
取
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
、
漢
字
で
書
く
な
ら
「
褄
取
草
」。
以

来
何
度
も
こ
の
花
に
出
会
う
が
、
白
一

色
ば
か
り
で
褄
取
り
し
た
よ
う
な
花
に

は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
や
は
り

「
妻
娶
草
」
の
方
が
合
っ
て
い
る
。

「妻娶草」 か
　　　「褄取草」

No.45

文・写真　市場丈規（あるきにすとの会代表）

ツマトリソウ

2006年6月11日に八ヶ岳にて撮影

　
「　

年
の
６
月
に
ア
ル
バ

06
イ
ト
で
入
社
し
、
３
ヵ
月
後

に
組
合
員
に
な
り
ま
し
た
」。

と
話
す
の
は
小
川
洋
介
さ

ん
。
印
刷
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
正
社
員
と
し

て
勤
務
し
、「
ほ
ぼ
同
時
期

に
組
合
の
執
行
委
員
に
も
な

り
ま
し
た
」
と
い
う
小
川
さ

ん
。
瑞
穂
区
労
連
で
活
動
し

て
い
る
兄
の
紹
介
で
、
現
在

の
職
に
つ
き
ま
し
た
。

組
合
の

組
合
の　
　
　
　
　
　

必
要
性
を
実
感

必
要
性
を
実
感

　
「
フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て
い

た
頃
、
通
勤
中
に
事
故
に
あ

い
ま
し
た
。
で
も
保
障
が
な

か
っ
た
。
労
働
災
害
だ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
」
と
話
す
小
川

さ
ん
。
当
時
か
ら
「
組
合
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
」
と

言
い
ま
す
。
転
職
後
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
迷
わ
ず
組
合

に
加
入
し
ま
し
た
。

現
場
の
声
を

現
場
の
声
を　
　
　
　

聞
こ
う

聞
こ
う

　
「
定
期
大
会
を
開
い
て
も

委
任
状
が
多
く
、
出
席
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

職
場
。
印
刷
業
界
に
も
原
材

料
費
高
騰
の
波
が
例
外
な
く

押
し
寄
せ
、
製
紙
や
イ
ン
キ

の
値
上
げ
か
ら
価
格
改
定
を

踏
み
切
っ
て
も
な
お
、
経
営

は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
が
大
変
な
中
で
、

組
合
活
動
に
関
わ
る
人
が
減

っ
て
き
て
い
る
」
こ
と
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
執
行
委
員

会
で
は
「
も
ち
つ
き
大
会
や

座
談
会
な
ど
、
企
画
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
参
加
者
を
増
や

し
、
声
を
聞
こ
う
」
と
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
「
３
ヵ
月
に
１
回
、
親
睦

会
を
や
っ
て
い
て
、
参
加
率

が
高
い
の
が
う
ち
の
部
署

（
印
刷
部
）
の
特
徴
で
す
」

と
小
川
さ
ん
。
厳
し
い
時
だ

か
ら
こ
そ
「
職
場
の
様
々
な

部
署
、
一
つ
一
つ
が
元
気
に

な
り
、
変
わ
っ
て
い
か
な
い

と
」。
話
し
終
え
る
と
、
ぎ

ゅ
っ
と
口
元
を
ひ
き
し
め
て

い
ま
し
た
。（
Ｒ
）
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小川 洋介 さん
全国印刷出版産業労働組合総連合会
東海共同印刷労働組合

厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
で
元
気
に
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公
務
・
公
共
部
門
で
は

小
泉
「
構
造
改
革
」
路
線

が
止
ま
ら
な
い
。「
指
定

管
理
者
制
度
」「
市
場
化
テ

ス
ト
」
な
ど
の
手
法
で
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
営
利
化
が

強
行
さ
れ
て
い
る
。
職
場

で
は
非
正
規
職
員
化
が
す

す
み
、
そ
の
数
は
４
割
近

く
、
過
半
数
を
こ
え
る
と

こ
ろ
も
。
フ
ル
タ
イ
ム
で

も
月
収　

〜　

万
円
程

14

17

度
。
何
の
保
障
も
な
い
。

本
書
は
、
国
・
自
治
体
や

郵
政
な
ど
の
公
務
職
場
の

実
態
を
な
ま
な
ま
し
く
告

発
し
て
い
る
。「
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
根
絶
に

は
な
に
が
必
要
な
の
か
。

ぜ
ひ
、
一
読
を
。

公共サービスが崩
れてゆく
藤田和恵［著］
かもがわ出版
定価600円＋税

BOOKBOOKレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーレ ビ ュ ー 「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」 を
告
発

■愛労連女性協第19回定期総会
　7月5日 （土）13:30～
　労働会館本館2F会議室
■愛労連・地域労連研究交流集会
　7月12日 （土）13:30～13日 （日）
　形原温泉・鈴岡
■愛労連第39回定期大会
　7月21日 （月･祝）10:00～
　日本ガイシフォーラム （旧サン笠寺）
■全労連第23回定期大会
　7月23日 （水）～25日 （金）
■原水爆禁止世界大会愛知のつどい
　7月30日 （水）18:30～
　労働会館東館ホール

　企業閉鎖・倒産･破産対策は

時間との勝負です、労働債権

確保の手だてを一刻も早くと

りくむこと。まず、未払い賃

金が何ヶ月分（いくらか）、ボ

ーナスの未支給分や年次有給

休暇未消化分が何日、時間外

労働の割増賃金未払い分（具

体的時間数と金額）、退職金

（勤続年数と指数、金額）を

日常的に就業規則、退職金規

程、給与規定などにもとづい

て集計できるようにしておく

ことが大切です。

　また、売掛金がどこにどれ

だけあるか、商品や製品の在

庫、貸付金なども労働債権の

担保として、法的手段をもっ

て担保するために弁護士の協

力を得ることが必要です。資

金状況の点検も定期的に把握

しておくことが大切です。

　破産の場合は、破産申立代

理人（弁護士）の受任確認や

未払い労働債権の立替払い請

求も期限があるので、失効す

ることの無いように申し立て

る必要があります。労働基準

監督署に未払い賃金の申告を

するとともに、立て替え払い

制度の申請をしましょう。

　倒産・破産の予兆があった

ら、迅速・機能的にこれらの

活動を行えるよう、労働組合

を結成し上部団体や弁護士の

指導を得て対処しましょう。

企業閉鎖 ・ 倒産 ・ 破産対策は時間との勝負

NO.51　全印総連

■
「
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
は

憲
法
違
反
」
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
中
国
は
大
地
震
の
救

援
物
資
輸
送
に
自
衛
隊
の
航
空

機
使
用
を
拒
否
し
ま
し
た
。
ど

う
考
え
て
も
自
衛
隊
は
軍
隊
で

す
よ
ね
。（
全
運
輸
・
山
下
富

治
）

■
９
条
世
界
会
議
に
い
っ
て
き

ま
し
た
。
初
日
は
会
場
に
入
れ

な
い
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

（
全
運
輸
・
浅
野
道
広
）

■
今
年
新
規
で
採
用
さ
れ
た
ば

か
り
な
の
で
仕
事
の
経
験
は
浅

い
の
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
関
す
る
仕
事
が
多
く
、
バ
ス

■
愛
教
労

議　
　
　

長　

内
田　

保

副　

議　

長　

近
藤　

友
伸

　
　

〃　
　
　

松
尾　

成
吾

　
　

〃　
　
　

中
村　

茂
喜

事
務
局
長　
　

土
井　

政
美

事
務
局
次
長　

加
藤　

典
子

「
良
い
職
場
に
し
た
い
」

「
良
い
職
場
に
し
た
い
」

と
青
年
８
人
が
加
入

と
青
年
８
人
が
加
入

　

㈱
岩
田
清
掃
は
瀬
戸
市
、
名

古
屋
市
な
ど
の
事
業
系
ゴ
ミ
を

収
集
す
る
会
社
で
す
。
勤
務
は

昼
も
夜
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
収

集
に
出
て
い
る
の
で
、
全
員
が

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
な

か
、「
働
き
や
す
い
職
場
に
し

よ
う
」
と
い
う
全
国
一
般
岩
田

清
掃
支
部
の
活
動
に
若
者
が
関

心
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

従
業
員
ご
と
に
収
集
コ
ー
ス

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
急
き

ょ
依
頼
の
く
る
〝
ス
ポ
ッ
ト
回

収
〞
も
あ
り
、
効
率
的
な
収
集

に
は
地
域
を
知
り
尽
く
し
た
コ

が
で
る
福
保
労
で
は
「
５
月　
10

日
の
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ま
で
に
季
節
減
を
克
服
し
よ

う
」と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

は
、
各
分
会
の
模
擬
店
、
青
年

部
の
太
鼓
な
ど
地
本
あ
げ
て
の

新
人
大
歓
迎
会
で
す
。
各
分
会

で
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
準
備
を
し
な
が
ら
同
時
に
組

合
へ
の
加
入
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。
５
月
に
入
る
と
次
々
と

加
入
用
紙
が
届
き
、
つ
い
に
５

月
９
日
に
季
節
減
を
克
服
し
ま

し
た
。
福
保
労
で
は
そ
れ
以
降

も
拡
大
に
と
り
く
み
、
昨
年
の

大
会
時
に
比
べ
純
増
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

過
去
最
高
を
突
破

過
去
最
高
を
突
破　
　
　

大
会
目
標
に
向
け
奮
闘

大
会
目
標
に
向
け
奮
闘

　

新
人
歓
迎
会
を
大
成
功
さ
せ

て
き
た
医
労
連
は
５
月　

日
、

12

組
合
員
数
1
万
7
4
9
名
を
達

成
。
こ
れ
ま
で
の
過
去
最
高
現

勢
1
万
6
9
5
名
を
突
破
し
ま

し
た
。
理
事
会
の
不
当
労
働
行

為
が
続
く
南
医
療
生
協
で
も
５

月
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
９
名
が

加
入
。
県
医
労
連
は
７
月
の
大

会
目
標
1
万
2
0
0
0
名
に
む

け
て
、
共
済
加
入
と
セ
ッ
ト
で

組
織
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

６
月
末
時
点
の

６
月
末
時
点
の　
　
　
　

組
合
員
数
確
定
を

組
合
員
数
確
定
を

　

6
月
末
の
労
政
基
礎
調
査
で

全
単
産
・
単
組
・
支
部
で
調
査

票
を
出
せ
る
よ
う
組
合
員
数
の

把
握
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

ー
ス
作
り
が
重
要
で

す
。
と
こ
ろ
が
会
社

は
地
理
も
知
ら
な
い

管
理
職
が
勝
手
に
決

め
る
た
め
労
働
者
は

不
満
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
な

か
、
青
年
の
方
か
ら

「
組
合
に
入
り
た
い

の
で
話
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
と
声
が
か

か
り
、
説
明
会
を
開

催
。
８
名
の
青
年
が

新
た
に
加
入
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ヤ
ッ
タ
ー
！

ヤ
ッ
タ
ー
！　

季
節
減
克
服
達
成

季
節
減
克
服
達
成

　

毎
年
３
月
に
大
量
の
退
職
者

組織拡大
月 間

医
労
連
が
過
去
最
高
現
勢
を
突
破

6
月
末
に
向
け
全
組
合
が
目
標
達
成
へ

福祉保育労の新入組合員の仲間たち

対
応
す
る
内
部
事
務
一
元
化
が

来
年
夏
か
ら
導
入
。
究
極
の
合

理
化
が
労
働
者
の
前
面
に
。

（
全
国
税
・
牧
野
浩
）

■
山
歩
を
読
ん
で「
弥
勒
の
森
」

に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
ト
キ
ソ
ウ
」を
見
た
い
で
す
。

（
全
印
総
連
・
西
本
康
志
）

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
記
事
に

目
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

（
名
古
屋
市
職
労
・
三
輪
裕
之
）

■
先
日
、
卒
業
生
が
や
っ
て
き

て
契
約
と
は
異
な
る
ヒ
ド
い
働

か
さ
れ
方
を
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。「
一
緒
に
な
っ

て
文
句
を
言
う
同
僚
も
い
な
い

し
、
近
い
う
ち
に
辞
め
る
つ
も

り
な
の
で
会
社
と
闘
う
気
も
な

い
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
釈
然

と
し
な
い
思
い
を
抱
き
な
が
ら

も
「
何
か
あ
っ
た
ら
相
談
し
て

み
た
ら
？
」
と
愛
労
連
の
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
渡
し
て
お
き
ま
し

た
。（
愛
高
教
・
加
藤
博
一
）

■
税
目
ご
と
の
対
応
か
ら
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
す
べ
て
の
税
目
に


